
加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネス施設に要する一般的
経費

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

ウェルネス施設の管理に要する一般的事務経費を必要最小限計上している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市内ウェルネス施設利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

指定管理者の管理運営や収支状況を把握し適正な指導を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

サービスの向上、利用者の拡大を図るとともに、市民の健康で文化的な生活の
向上を実現する。

11511588

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 71

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の管理に要する経費として必要最小限であり、このまま維持すべきであ
る。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 88

そ の 他 特 財 17

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネス施設に要する一般的
経費

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 スポーツ施設予約システム管理
運営事業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和62年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

本システムは利用者に広く定着しており、また、施設の利用予約には欠かせな
いものとなっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

スポーツ施設等利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市内のスポーツ施設等を利用者がインターネットを通じて予約することができ
るシステムの保守点検を実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市内のスポーツ施設等の予約を手軽に行うことができるようにし、利用者のス
ポーツ・レクリエーションの普及を図るとともに、市民の健康で文化的な生活
の向上を実現する。

3,8013,3963,396

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 3,396

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、システムに対する利用者の満足度も高いため、引き続き
システムの運営を継続する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,396

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 スポーツ施設予約システム管理
運営事業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネスパーク管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成9年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川ウェルネスパークの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度へ移行し、現在、民間事業者による管理運営が行われている。
今後、市民ニーズの多様化に対応するため、指定管理者のモニタリングを効果
的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

健康増進施設、音楽ホール及び図書館などの施設の利用を通じて積極的な健康
づくりを支援する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

総合的な生活環境の創造、向上を図り、もって健康で文化的な市民生活を実現
する。

305,278315,093311,112

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 308,297

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 311,112

そ の 他 特 財 2,815

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネスパーク管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値３８８，０００人に過去平均増加率より年１％の増
加を見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 11,713

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値１１，６８７人に過去平均
増加率より年１％の増加を見込む。

施設利用人数（実績）

目 標 値

407,792

目標年度

平成32
年度

538,074

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネス施設維持補修事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０４０ウェルネス施設維持補修事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

ウェルネス施設全体の老朽化が進んでおり、維持補修の頻度が高まっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の維持補修を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

安心・安全に施設を維持することにより、スポーツ・レクリエーション活動へ
の参加意欲の向上を図るとともに、市民の健康で文化的な生活の向上を実現す
る。

21,4149,86959,067

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 51,700

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の安全安心を維持する観点からも、引き続き事業を継続する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 59,067

そ の 他 特 財 7,367

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネス施設維持補修事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 志方体育館管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和60年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立志方体育館の設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度に基づく管理運営が行われており、周辺地域の住民を中心に多
くの利用がある。今後、市民ニーズの多様化に対応するため、指定管理者のモ
ニタリングを効果的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

5,7476,0205,993

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 5,970

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,993

そ の 他 特 財 23

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 志方体育館管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値２４，０００人に過去平均増加率より年１％の増加
を見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 1,964

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値２，８４０人に過去平均増
加率より年１％の増加を見込む。

施設利用者数

目 標 値

25,224

目標年度

平成32
年度

26,400

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 志方東公園テニスコート管理運
営事業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和60年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市都市公園条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度に基づく管理運営が行われているが、今後、市民ニーズの多様
化に対応するため、指定管理者のモニタリングを効果的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

3,1153,3413,303

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 3,277

財　

源　

内　

訳

□拡充

利用者の満足度も高く引き続き施設の運営を継続する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,303

そ の 他 特 財 26

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 志方東公園テニスコート管理運
営事業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値６，５００人に過去平均増加率より年１％の増加を
見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 663

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値６００人に過去平均増加率
より年１％の増加を見込む。

施設利用人数（実績）

目 標 値

6,832

目標年度

平成32
年度

6,370

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 漕艇センター管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成7年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

現在は、指定管理者制度に基づく管理運営が行われており、加古川ボート協会
との連携のもと、多くの大会が開催されている。また、市内の学校利用も盛ん
に行われており、市内外問わず多くの利用実績をあげている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

漕艇活動の振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

27,15626,61326,613

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 26,532

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 26,613

そ の 他 特 財 81

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 漕艇センター管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値１９，０００人に過去平均増加率より年１％の増加
を見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 1,670

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値８７０人に過去平均増加率
より年１％の増加を見込む。

施設利用人数（実績）

目 標 値

19,969

目標年度

平成32
年度

21,228

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園グラウンド管理運営
事業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成18年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市都市公園条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度に移行し、現在、民間事業者による管理運営が行われている。
施設の利用は、主に各種目団体を中心に非常に高い利用率で稼動している。ま
た、Ｊリーグ入りを目指すバンディオンセ加古川のホームグラウンドとして利
用している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

2,1682,7772,777

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,764

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,777

そ の 他 特 財 13

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園グラウンド管理運営
事業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値６１，０００人に過去平均増加率より年１％の増加
を見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 2,570

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値１，８５０人に過去平均増
加率より年１％の増加を見込む。

施設利用者数

目 標 値

64,112

目標年度

平成32
年度

60,855

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園第２テニスコート管
理運営事業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市都市公園条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度に基づく管理運営が行われており、概ね順調に管理運営がなさ
れている。また、近隣市町村では珍しいアンツーカコートを有しており、希望
するニーズに応えている。一方で、冬季には霜がおりやすく、休場日が多い傾
向があり、施設の維持管理に難しい課題がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民および利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図ると共に、市民の健康で文化的な
生活の向上を実現する。

670670

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 651

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 670

そ の 他 特 財 19

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園第２テニスコート管
理運営事業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値８，４００人に過去平均増加率より年１％の増加を
見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 1,969

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値１，４６８人に過去平均増
加率より年１％の増加を見込む。

施設利用者数

目 標 値

8,828

目標年度

平成32
年度

7,911

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園野球場管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和58年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市都市公園条例

現 状 と 課 題

施設の利用は、種目協会を中心に高い利用率を維持できている。なお、平成
２４年９月の野口野球場の閉鎖に伴い、硬式野球での利用の要望が高まってい
るが、ファウルボールが近隣の住宅に飛び込むため、硬式の試合は禁止してい
る。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

16,46516,36516,365

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 16,067

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 16,365

そ の 他 特 財 298

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山公園野球場管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値１８，７００人に過去平均増加率より年１％の増加
を見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 20

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値１００人に過去平均増加率
より年１％の増加を見込む。

施設利用者数

目 標 値

19,654

目標年度

平成32
年度

17,148

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山市民プール管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和52年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市民プールの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度への移行に伴い、現在は民間事業者による管理運営が行われて
いる。施設の利用は順調に推移しているが、老朽化が著しく、大規模改修が必
要な状況である。また、他市で起こった事故等により、住民の安全安心に対す
る関心が高まっている中、万全な管理運営が求められている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の健康づくりとレクリエーションの振興を図るとともに、市民の健康で文
化的な生活の向上を実現する。

3,9383,4803,480

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 3,415

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,480

そ の 他 特 財 65

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山市民プール管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値３０，０００人に過去平均増加率より年１％の増加
を見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 1,570

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値１，０００人に過去平均増
加率より年１％の増加を見込む。

施設利用人数（実績）

目 標 値

31,530

目標年度

平成32
年度

29,648

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山体育館管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 昭和53年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立日岡山体育館の設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度に移行し、現在、民間事業者による管理運営が行われている。
今後、市民ニーズの多様化に対応するため、指定管理者のモニタリングを効果
的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

61,04959,54260,386

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 59,831

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 60,386

そ の 他 特 財 555

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 日岡山体育館管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値１２５，８００人に過去平均増加率より年１％の増
加を見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 10,848

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値９，７３０人に過去平均増
加率より年１％の増加を見込む。

施設利用者数

目 標 値

132,217

目標年度

平成32
年度

133,547

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 浜の宮市民プール管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成26年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市民プールの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度への移行に伴い、現在は民間事業者による管理運営が行われて
いる。施設の利用は順調に推移しているが、老朽化が進んでおり、適宜、設備
改修を行っている。また、プール事故への適正な対応が行えるよう、指定管理
者には万全な管理運営を求めている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民の健康づくり及びレクリエーションの振興に寄与する。

6,6476,647

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 6,614

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 6,647

そ の 他 特 財 33

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 浜の宮市民プール管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値５８，０００人に過去平均増加率より年１％の増加
を見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 12

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値６０人に過去平均増加率よ
り年１％の増加を見込む。

施設利用人数（実績）

目 標 値

60,959

目標年度

平成32
年度

49,193

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 武道館管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成3年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立武道館の設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度へ移行し、現在、民間事業者による管理運営が行われている。
今後、市民ニーズの多様化に対応するため、指定管理者のモニタリングを効果
的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。武道館の利用を通じて、武道の振興を支
援する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

武道の振興を支援するとともに、心身の健全な発達と体力の増進を実現する。

8,6978,1778,177

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 7,985

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 8,177

そ の 他 特 財 192

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 武道館管理運営事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値４０，０００人に過去平均増加率より年１％の増加
を見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 4,439

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値４，８４１人に過去平均増
加率より年１％の増加を見込む。

施設利用者数

目 標 値

42,040

目標年度

平成32
年度

43,957

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 平荘湖アクア交流館管理運営事
業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成21年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３５ウェルネス施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立屋内温水プールの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

指定管理者制度への移行に伴い、現在は民間事業者による管理運営が行われて
いる。施設の利用は、自主事業のスイミングスクールを中心に多くの住民が利
用している。今後、市民ニーズの多様化に対応するため、指定管理者のモニタ
リングを効果的に行う必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

施設の整備と適正な管理運営を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツの振興により体力づくりの推進を図るとともに、市民の健康で文化的
な生活の向上を実現する。

58,18661,09961,099

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 37,916

財　

源　

内　

訳

□拡充

施設の利用者は多く、利用者の満足度も高いため、引き続き施設の運営を継続
する必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 61,099

そ の 他 特 財 23,183

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 平荘湖アクア交流館管理運営事
業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

市民（１０／１付推計
人口）

267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値５４，７００人に過去平均増加率より年１％の増加
を見込む。

指定管理者自主事業入
場者数

人 7,823

活 動 指 標
分 析 結 果

平成２７年度における指定管理者目標値７，２８０人に過去平均増
加率より年１％の増加を見込む。

施設利用人数（実績）

目 標 値

57,490

目標年度

平成32
年度

81,036

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネススポーツ推進事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成18年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０３０ウェルネススポーツ推進事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
スポーツ基本法、加古川市スポーツ振興基本計画

現 状 と 課 題

市民マラソンブームが到来するなど、スポーツ活動の参加機会を求める市民
ニーズは高まりを見せている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び参加者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

総合体育館を拠点としたトップアスリートによるスポーツ観戦イベント及びス
ポーツ教室の開催

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツイベント開催により、市民のスポーツ・レクリエーション活動への参
加機会の拡大を図る。

3,2933,2933,219

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,719

財　

源　

内　

訳

□拡充

トップアスリートによるスポーツイベントの開催によって、競技スポーツの底
辺拡大と振興を図り、市民のスポーツ・レクリエーション活動の参加機会を提
供することのできる本事業は、施策の実現に不可欠である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,219

そ の 他 特 財 500

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 ウェルネススポーツ推進事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

268,053267,043267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

年度によって多少の増減はあるものの、事業開始時より増加している。

スポーツイベント開催
数

回 122

スポーツ教室開催数 回 333

活 動 指 標
分 析 結 果

事業開始以降、開催数を徐々に増やしており、トップアスリートに
よるスポーツイベントの開催都市として徐々に定着しつつある。

スポーツイベント来場
者数

目 標 値

7,000

目標年度

平成30
年度

2,8183,6004,107

スポーツ教室参加者数 500平成30
年度

246324366

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 レガッタ普及事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成9年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 その他

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０５５レガッタ普及事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
スポーツ基本法、加古川市スポーツ振興基本計画

現 状 と 課 題

直近３年の市民レガッタは１６０チーム前後で推移。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び参加者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

全国ボート場所在市町村協議会へ加盟し、全国市町村交流レガッタ大会に参加
する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

全国の優秀なクルーが集う全国市町村交流レガッタ大会への参加機会を作るこ
とにより、市長杯ボート競技大会や市民レガッタなどのボート競技大会への市
民の参加を促す。

49049017,414

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 17,414

財　

源　

内　

訳

□拡充

ボート競技は、本市を代表する競技スポーツのひとつであり、当該事業はボー
ト競技の普及にとって大きな意義を持つものである。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 17,414

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 レガッタ普及事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

組

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

268,053267,043267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

参加者・利用者数は多少増減があるものの、一定の水準を維持しており妥当なものと考え
る。

全国ボート場所在市町
村協議会収支予算

円 6,323,0006,652,0006,943,000

全国市町村交流レガッ
タ大会収支予算

円 15,037,00017,843,00017,522,000

全国市町村交流レガッ
タ参加チーム数

組 123117130

活 動 指 標
分 析 結 果

交流レガッタは協議会加盟市町村の持ち回りで開催しており、開催
市町村の企画内容によって予算が大きく異なるため、計画値・目標
値の設定は馴染まない。また参加チームは、加盟市町村から一定数
が派遣されるため、大幅な増減はない。

全国市長杯ボート競技
大会参加チーム数

目 標 値

50

目標年度

平成27
年度

344040

漕艇センター利用者数 20,000平成27
年度

18,02419,63721,577

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川マラソン大会補助事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成1年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 その他

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０２５社会体育補助事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
スポーツ基本法、加古川市スポーツ振興基本計画

現 状 と 課 題

１５回大会（１５年度）では、加古川みなもロードの創設にあわせ初のフルマ
ラソンを実施。以降、現在までフルマラソンを実施。近年のブームで大阪・神
戸などの大都市で相次いでフルマラソン大会が誕生するなか、２年続けて参加
者は６０００名に到達する状況である。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び参加者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

市民参加型のフルマラソンイベント「加古川マラソン大会」を企画・運営する
加古川マラソン・郡市区対抗駅伝競走大会実行委員会に対して、補助金を交付
する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

陸上競技の底辺拡大およびスポーツ・レクリエーション活動への参加機会の拡
大を図る。

2,4002,2002,200

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,200

財　

源　

内　

訳

□拡充

市民のスポーツ・レクリエーション活動の普及・促進を図る手段として当該事
業の存在意義は大きい。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,200

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川マラソン大会補助事業 部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

268,053267,043267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

多少の増減はあるが一定の水準で推移している。

申込者数 人 5,9916,4566,154

実行委員会収支予算額 円 36,100,00040,400,00046,850,000

活 動 指 標
分 析 結 果

大会の定員６４００名に既に達している。実行委員会収支予算額
は、市補助金及び協賛金収入の増減によって多少の増減はあるが、
一定の水準で推移。

市内在住の申込者数

目 標 値

1,000

目標年度

平成27
年度

1,1191,1841,111

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 郡市区対抗駅伝競走大会補助事
業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成19年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 加古川地区

会  計 ０１一般会計

款 ０２総務費

項 ０１総務管理費

目 ２７ウェルネス費

細  目 ０２５社会体育補助事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
スポーツ基本法、加古川市スポーツ振興基本計画

現 状 と 課 題

河川敷コースは、フラットなコースで走りやすく、また、一般車両の通行がな
く警備に係る費用が不要で運営コストを低く抑えることができるため、本市で
継続して開催されている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民及び参加者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

県下の郡市区代表の男女各４５チームが競う「郡市区対抗駅伝競走大会」を企
画・運営する加古川マラソン・郡市区対抗駅伝競走大会実行委員会に対して補
助金を交付する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

陸上競技の底辺拡大およびスポーツ・レクリエーション活動への参加機会の拡
大を図る。

300300300

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 300

財　

源　

内　

訳

□拡充

補助の対象事業は、見るスポーツとして市民のスポーツ・レクリエーション活
動の普及・促進に貢献している。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 300

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 郡市区対抗駅伝競走大会補助事
業

部 局 名 地域振興部

課（室）名 ウェルネス推進課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

268,053267,043267,434

成 果 指 標
分 析 結 果

一定の水準で推移するものと思われ、妥当なものと考える。

参加者数 人 1,1031,0961,148

実行委員会収支予算額 円 5,000,0005,250,0005,250,000

ボランティア数 人 254246240

活 動 指 標
分 析 結 果

参加者数は、駅伝の参加選手数でありチーム数及び定員が定まって
いる。実行委員会収支予算額は、負担金収入等に多少の増減がある
ものの、一定の水準で推移。ボランティアスタッフ数は、大会を運
営する上で十分な人数に達している。

観客数

目 標 値

1,200

目標年度

平成32
年度

1,000

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 いずみプラザ運営管理事業 部 局 名 環境部

課（室）名 クリーンセンター

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成26年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 ０４衛生費

項 ０１保健衛生費

目 ０１衛生総務費

細  目 ０５０いずみプラザ運営管理事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

新クリーンセンターの周辺環境整備のための付属施設

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民（こどもから高齢者）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

グラウンド・ゴルフ場、幼児用キッズルーム、芝生広場、集会室を提供する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

高齢者の健康増進と地域の人々の交流が促進される。

8,2118,987

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 8,987

財　

源　

内　

訳

□拡充

新クリーンセンターの建設・運営に関する周辺環境整備事業の一環として行っ
ている。高齢者のグランド・ゴルフ利用、子育て中の親子の利用も多く、高齢
者の健康増進や子育て支援の点からも有用な施設である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 8,987

そ の 他 特 財

平成33年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 いずみプラザ運営管理事業 部 局 名 環境部

課（室）名 クリーンセンター

人

対 象 指 標 名

全市民 268,000268,000

成 果 指 標
分 析 結 果

リピーターも増えているので、今後更に、利用者は増えるものと考える。

施設利用者数 人 4,8186,887

活 動 指 標
分 析 結 果

初年度は、月４００人程度の利用であったが、平成２７年度は、月
６００人近い利用があった。

施設利用者数

目 標 値

8,000

目標年度

平成32
年度

4,8186,887

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 権現総合公園内キャンプ場運営
事業

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成17年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 その他

会  計 ０１一般会計

款 ０８土木費

項 ０５都市計画費

目 ０９公園費

細  目 ０２５権現総合公園内キャンプ場運営
事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

キャンプ場の利用者は、年々増加しており、それに伴い使用料収入も増えてい
るが、サイトの稼働率としてはまだまだ向上の余地があり、ＰＲ等が必要であ
る。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

アウトドアに関心のある人

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

キャンプ場施設の提供

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

大自然の中で、快適なアウトドアライフを楽しんでもらう。

1,7161,5935,098

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 3,892

財　

源　

内　

訳

□拡充

適切な施設の運営管理を行なうこととし、また更なるＰＲ活動を行い、利用者
増に努めていく。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 5,098

そ の 他 特 財 1,206

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 権現総合公園内キャンプ場運営
事業

部 局 名 建設部

課（室）名 公園緑地課

人

対 象 指 標 名

キャンプ場利用者数 5,981

成 果 指 標
分 析 結 果

近年のアウトドア人気もあり、年々利用者は増加している。５月と９月の連休時には、サイ
トに空きがない状態である。

権現キャンプ場利用客
数

人 5,981

活 動 指 標
分 析 結 果

近年のアウトドア人気もあり、年々利用者は増加し５月と９月の連
休時には、サイトに空きがない状態である。

権現キャンプ場利用客
数

目 標 値目標年度

5,981

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 すぱーく加古川管理運営事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成21年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 尾上地区

会  計 ０１一般会計

款 １０教育費

項 ０８保健体育費

目 ０５体育施設費

細  目 ００５体育施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立屋内ゲートボール場の設置及び管理に関する条例及び同施行規則

現 状 と 課 題

尾上公民館が行っていた管理運営を平成２７年度から社会教育・スポーツ振興
課で担っている。業務内容は利用許可、料金収納等である。年間３５０件程度
の利用があり、経常的な維持管理費用の殆どを使用料収入で賄っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

屋内ゲートボール場「すぱーく加古川」

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

屋内ゲートボール場すぱーく加古川の維持管理及び施設の保守を図る。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

屋内ゲートボール場すぱーく加古川の維持管理及び施設の保守を適正に行うこ
とにより、利用者の安全性、快適性を維持する。

1,0771,1531,193

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 411

財　

源　

内　

訳

□拡充

すぱーく加古川はゲートボールの拠点施設として市民に利用されており、生涯
スポーツの振興に寄与している。また、現在のところは、管理運営に関する経
常的経費の約６６％を使用料収入で賄っており、当該事業については引き続き
運営していくことが望ましい。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,193

そ の 他 特 財 782

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 すぱーく加古川管理運営事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 小学校夜間照明管理事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間 平成19年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 平岡地区

会  計 ０１一般会計

款 １０教育費

項 ０８保健体育費

目 ０５体育施設費

細  目 ００５体育施設管理運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立学校の施設等の貸与に関する規則

現 状 と 課 題

サッカーや地域の行事等に活用されている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

夜間における平岡北小学校グラウンド利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

「加古川市立学校の施設等の貸与に関する規則」の規定により、平岡北小学校
運動場を夜間に利用する場合で、小学校に設置している夜間照明の使用を希望
する者に対し、電気代実費分として規定の料金を徴収する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

夜間におけるグラウンドの利活用や社会人等のスポーツ活動の振興

148194190

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 154

財　

源　

内　

訳

□拡充

利用日数はＨ２７で２６日間と昨年と比較して横ばいであり、いまだ少ない状
況である。ただし、照明を設置してから今年度で８年目であり、照明施設の使
用を休止することは建設コストを考慮すると妥当ではない。また、固定の利用
者もいることから、中止することは困難である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 190

そ の 他 特 財 36

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 小学校夜間照明管理事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 スポーツ推進委員事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 １０教育費

項 ０８保健体育費

目 ０４体育振興費

細  目 ０１５スポーツ推進委員事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市スポーツ推進委員規則

現 状 と 課 題

平成１９年度から開始したスポーツライフセミナーを通じ、運動不足が気にな
る方や、スポーツを始めたい方を対象にスポーツ推進、振興に務めている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

スポーツ推進委員

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

教育委員会が委嘱したスポーツ推進委員の活動に対する報酬の支払い及び活動
の補助

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

スポーツ推進委員が住民に対して実施するスポーツの実技指導やスポーツに対
する指導助言を通じ、スポーツの住民に対する普及・推進を進める。

3,0903,1422,913

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,913

財　

源　

内　

訳

□拡充

直接市民に対して実施する事業が多いため、市民のニーズを把握しながら、よ
り効果の高い方法を模索していく。平成２８年度から、事業の一元化、効率化
を図るため、本事業と施策目標を同じくする「体育・レクリエーション指導振
興事業」に事業統合。

□維持 □縮小 □改善 ■統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,913

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 スポーツ推進委員事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

人

対 象 指 標 名

スポーツ推進委員数 474848

成 果 指 標
分 析 結 果

事業内容を検討しながら、効率的に指導していくことにより、対市民に対する指導回数を増
加させていく。

スポーツ推進委員延べ
活動回数

回 313317301

活 動 指 標
分 析 結 果

教育委員会の実施する事業の活動回数は適当であると考えるが、今
後は、市の他部局との連携等を図りながら、指導する対象を明確化
し、効率的に活動しつつ回数を増加していきたい。また、スポーツ
基本法に規定する障がい者スポーツの指導についても活動を活性化
する。

スポーツ推進委員の対
市民指導者数

目 標 値目標年度

1,0371,309

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 体育、レクリエーション指導振
興事業

部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 １０教育費

項 ０８保健体育費

目 ０４体育振興費

細  目 ００５体育、レクリエーション指導振
興事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
スポーツ基本法、加古川市スポーツ推進審議会条例

現 状 と 課 題

平成２０年３月には、今後１０年間の基本計画に基づく具体的な行動プランと
して「加古川市スポーツ振興基本計画アクションプラン」を策定し、平成２５
年２月には基本計画の策定から５年間の中間評価を行った。また、１９年度か
らスポーツライフセミナーを開始した。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

スポーツ推進審議会、日ごろ運動・スポーツをする機会が少ない市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

スポーツ推進審議会によるスポーツ振興基本計画の進捗管理。スポーツライフ
セミナーによる、日ごろ運動・スポーツをする機会が少ない世代の市民に対す
るスポーツ啓発。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民スポーツの企画立案、生涯スポーツ・レクリエーション活動の普及、促進
を図る

379395431

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 431

財　

源　

内　

訳

□拡充

スポーツ推進審議会については、平成２５年度に策定した「スポーツ振興基本
計画後期アクションプラン」の進捗管理を担い、平成３０年度の新たなスポー
ツ振興基本計画の策定に向けて取り組む。またスポーツライフセミナーは、ス
ポーツ実施率の向上を目的として幅広い対象者に参加してもらうように今後も
検討を重ねていく。平成２８年度から「スポーツ推進委員事業」と統合を図
り、事業の効率化をめざす。

□維持 □縮小 □改善 ■統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 431

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 体育、レクリエーション指導振
興事業

部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

人

％

対 象 指 標 名

スポーツ推進審議会 111

週１回以上運動・ス
ポーツを行う人の割合

％ 42.1

成 果 指 標
分 析 結 果

スポーツライフセミナーは、公民館コースを廃止し、成人の継続的な運動実施を図るため
「継続コース」を新設したが、定員に対し参加率は７６％であった。今後、参加率の向上に
むけ、コース内容の見直し、セミナーの周知方法の検討が必要である。

スポーツライフセミ
ナー開催数

回 12129

スポーツ推進審議会開
催数

回 222

活 動 指 標
分 析 結 果

スポーツ推進審議会はＨ２７は年間２回開催し、スポーツ振興基本
計画アクションプランの進捗管理を行っており妥当な回数であると
考える。一方、スポーツライフセミナーは、公民館コースを廃止し
て継続コースを設け、小学校コースの３回とあわせて全９回とした
結果、継続コースの参加人数は約２倍増加し、改善がみられた。

スポーツライフセミ
ナー参加者数（２０代
～５０代）

目 標 値

230

目標年度

平成27
年度

78234

スポーツ推進審議会委
員出席率

100平成27
年度

707480

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 体育協会事業補助金交付事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 １０教育費

項 ０８保健体育費

目 ０４体育振興費

細  目 ０１０社会体育補助事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市補助金等交付規則、加古川市体育協会事業補助金交付要綱

現 状 と 課 題

加古川市体育協会は創立７０年を超える歴史があり、２８の種目協会が、各種
目の市民への紹介、また各競技における選手の育成に寄与している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市体育協会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川市体育協会の行う事業のうち、２８の種目協会が行う市民大会等の支援
事業、体育功労者及び優秀選手、優秀チームの顕彰、健康、体力づくり事業、
国体出場者激励会に対して、１，８８８千円の補助を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川市を代表するスポーツ団体である加古川市体育協会を通じて、スポーツ
の普及や競技スポーツの強化、スポーツ振興を図るため、協会への補助を行
う。

1,8881,8881,888

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,888

財　

源　

内　

訳

□拡充

市民のスポーツ実施率向上に向け、各種目協会が創意工夫を凝らして市民が参
加しやすい事業を実施しており、本補助金は有効に使われていると判断してい
る。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,888

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 体育協会事業補助金交付事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育・スポーツ振興課

人

対 象 指 標 名

加古川市体育協会 111

成 果 指 標
分 析 結 果

健康・体力づくり事業への一般市民の参加者を増加させる対策を体育協会及び各種目協会が
鋭意工夫を行い、市民がスポーツに慣れ親しむ場を拡大していく。

健康・体力づくり事業
実施割合

％ 57.153.564

活 動 指 標
分 析 結 果

市民がスポーツに慣れ親しむ場を提供する『健康・体力づくり事
業』を各種目協会が企画し実施しているが、実施している種目協会
は平成２７年度は、１８種目協会で全２８種目協会の半数以上に達
している。

健康・体力づくり参加
人数（一般市民）

目 標 値目標年度

1,175

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 野外活動センター管理運営事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 少年自然の家

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 １０教育費

項 ０８保健体育費

目 ０６野外活動センター費

細  目 ００５野外活動センター運営事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市立野外活動センターの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

平成５年度に宿泊館、工作館が竣工され、野外活動センターの整備が完了し
た。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

青少年の野外活動の場の提供、家族・小グループの憩いふれあいの場の提供、
木工工作の場の提供を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

活動が円滑に実施できる状態にする。

3,9793,2113,437

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 3,437

財　

源　

内　

訳

□拡充

家族連れ、友達などの小グループ、中高生の部活のための宿泊など年中利用が
ある。ただし、週末の利用が多く、平日利用は少ない。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 3,437

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 野外活動センター管理運営事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 少年自然の家

件

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

271,689

成 果 指 標
分 析 結 果

テント泊など野外活動を行う団体（人）が減っている。

施設開館日 日 308313

活 動 指 標
分 析 結 果

月曜日、祝日及び年末年始が休所日となっているが、祝日、月曜日
並びに夏休みを開所することにより利用者の選択肢が増える。

施設の利用件数（延べ
件数）

目 標 値

1,700

目標年度

平成28
年度

1,5482,055

施設利用人数（実績） 5,500平成28
年度

10,65715,296

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 野外活動センター維持補修事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 少年自然の家

基 本 目 標 ０２心豊かに暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３スポーツや文化・芸術を振興する

施 　 　 策 ０１スポーツ・レクリエーション活動を推進する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 市内全域

会  計 ０１一般会計

款 １０教育費

項 ０８保健体育費

目 ０６野外活動センター費

細  目 ０１０野外活動センター維持補修事業

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
加古川市野外活動センターの設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

経年劣化により、改修等の必要な箇所が多い。野外活動センター進入路、電気
配線回路の改修、工作機械および工作館・宿泊館空調設備は入替え、炊さん場
は夜間照明の設置が必要。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

野外活動センター（野外施設、宿泊館、工作館）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

野外活動センター（野外施設、宿泊館、工作館）の維持補修を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

野外活動センター（野外施設、宿泊館、工作館）を適切に管理することで、そ
れぞれの利用者が安全かつ快適に利用できるようにする。

15,25015,88216,823,732

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 16,823,732

財　

源　

内　

訳

□拡充

宿泊館、工作館ともに利用が多い。また自然学校の拠点施設の少年自然の家と
プログラム面でも一体となっている当施設は必要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 16,823,732

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

平成27年度（決算見込）

平成27年度（決算見込） 平成26年度（決算） 平成25年度（決算）



加古川市事務事業評価シート〈平成27年度実施事業〉

事 務 事 業 名 野外活動センター維持補修事業 部 局 名 教育指導部

課（室）名 少年自然の家

対 象 指 標 名

成 果 指 標
分 析 結 果

活 動 指 標
分 析 結 果

目 標 値目標年度

平成25年度平成26年度平成27年度

 ※政策的 でない一般的事務経費、施設 の維持補修経費 または義務的施策事業 の一部 につい
 ては、以下 の項目 は空白 です。

【対象】

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 平成25年度平成26年度平成27年度単 位


